
(57)【要約】

【課題】耐震壁Ａをプレキャスト化するとともに、この

プレキャスト化した耐震壁の配筋作業が容易である耐震

壁Ａの施工方法を提供する。

【解決手段】建築物の中央部に配置される耐震壁Ａの施

工方法であって、施工すべき耐震壁Ａをその高さ方向に

複数分割しプレキャスト化した単位ブロック１のそれぞ

れに、前記耐震壁Ａに配筋されるべき鉄筋３ａを挿入す

るためのシース管２を埋設しておき、前記単位ブロック

１を懸吊装置によって積層し、各単位ブロック１を鉄筋

３ａで連結し、シース管２内及び単位ブロック間の目地

にグラウト材を充填して耐震壁Ａとする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
建 築 物 の 中 央 部 に 配 置 さ れ る 耐 震 壁 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
施 工 す べ き 耐 震 壁 を そ の 高 さ 方 向 に 複 数 分 割 し プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ
れ に 、 前 記 耐 震 壁 に 配 筋 さ れ る べ き 鉄 筋 を 挿 入 す る た め の シ ー ス 管 を 埋 設 し て お き 、 前 記
単 位 ブ ロ ッ ク を 懸 吊 装 置 に よ っ て 積 層 し 、 各 単 位 ブ ロ ッ ク を 鉄 筋 で 連 結 し て 耐 震 壁 と す る
こ と を 特 徴 と す る 耐 震 壁 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 し た 後 、 前 記 シ ー ス 管 に 鉄 筋 を 挿 入 し 配 筋 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 耐 震 壁 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 耐 震 壁 に 配 筋 さ れ る べ き 鉄 筋 を 先 行 施 工 し た 後 、 こ の 鉄 筋 を 前 記 単 位 ブ ロ ッ ク の シ ー
ス 管 に 挿 入 し つ つ 、 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 震 壁 の
施 工 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ー ス 管 に 鉄 筋 を 挿 入 し た 後 、 単 位 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合 面 の 目 地 部 、 及 び 、 シ ー ス 管
内 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 耐
震 壁 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 耐 震 壁 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 特 に 中 高 層 の 集 合 住 宅 等 、 連 層 耐 震 壁 構 造 に お け
る 大 断 面 の 耐 震 壁 に 好 適 に 利 用 で き る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 中 高 層 の 連 層 耐 震 壁 構 造 の 建 物 に お け る 耐 震 壁 は 、 建 物 に 作 用 す る 地 震 力 の 殆 ど を
耐 震 壁 部 分 で 負 担 す る た め 、 そ の 形 状 が 大 断 面 と な る 。 従 っ て 、 耐 震 壁 全 体 を プ レ キ ャ ス
ト 化 す る こ と が 困 難 で あ り 、 耐 震 壁 全 体 を 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 造 と し て 施 工 し て い た 。
ま た 、 現 場 で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に は 、 通 常 、 ス ラ イ ド 型 枠 等 の 大 型 の 型 枠 を 用 い
て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め 、 床 ス ラ ブ 、 梁 等 の 周 囲 部 位 よ り も 先 行 し て 、 耐 震 壁 を 施
工 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 耐 震 壁 を 先 行 打 設 す る と 、 床 ス ラ ブ 、 梁 等 の 周 辺 部 位 と の 接 続 の た め に 配 筋 を 行
う 際 に 、 硬 化 し た 耐 震 壁 内 に 配 筋 を 定 着 さ せ な け れ ば な ら ず 、 機 械 継 手 を 用 い て 配 筋 を 行
っ て い た 。 す な わ ち 、 床 ス ラ ブ 、 梁 の 全 て の 配 筋 を 機 械 継 手 を 用 い て 、 差 込 形 式 と し て い
た た め 、 周 辺 部 位 と の 接 続 に 時 間 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 耐 震 壁 全 体 を 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 造 と す る た め 、 現 場 で の コ ン ク リ ー ト 打 設 量
が 多 く 、 工 期 が 長 く か か っ て い た 。 一 方 、 大 断 面 の 耐 震 壁 全 体 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る と 、
そ の 重 量 が 重 過 ぎ て ク レ ー ン で 揚 重 す る こ と が 難 し く 、 耐 震 壁 全 体 を プ レ キ ャ ス ト 化 し て
設 置 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 耐 震 壁 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る と
と も に 、 こ の プ レ キ ャ ス ト 化 し た 耐 震 壁 の 配 筋 作 業 が 容 易 で あ る 耐 震 壁 の 施 工 方 法 を 提 供
す る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 耐 震 壁 の 施 工 方 法 で あ り 、 上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の よ う に 構 成
さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
す な わ ち 、 建 築 物 の 中 央 部 に 配 置 さ れ る 耐 震 壁 の 施 工 方 法 で あ っ て 、 施 工 す べ き 耐 震 壁 を
そ の 高 さ 方 向 に 複 数 分 割 し プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク の そ れ ぞ れ に 、 前 記 耐 震 壁 に
配 筋 さ れ る べ き 鉄 筋 を 挿 入 す る た め の シ ー ス 管 を 埋 設 し て お き 、 前 記 単 位 ブ ロ ッ ク を 懸 吊
装 置 に よ っ て 積 層 し 、 各 単 位 ブ ロ ッ ク を 鉄 筋 で 連 結 し て 耐 震 壁 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
耐 震 壁 を 単 位 ブ ロ ッ ク と し て プ レ キ ャ ス ト 化 し て い る た め 、 プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ
ッ ク を ク レ ー ン 等 の 懸 吊 装 置 を 用 い て 容 易 に 積 層 し 、 耐 震 壁 を 施 工 す る こ と が で き る 。 従
っ て 、 前 記 単 位 ブ ロ ッ ク は 、 ク レ ー ン 等 に よ り 揚 重 可 能 な 程 度 の 大 き さ に す る こ と が 望 ま
し い 。 加 え て 、 耐 震 壁 を プ レ キ ャ ス ト 化 し て い る こ と に よ り 、 現 場 に て 耐 震 壁 を 施 工 す る
場 合 に 比 べ て 、 現 場 で の コ ン ク リ ー ト 打 設 量 が 少 な く す る こ と が 可 能 で あ り 、 作 業 効 率 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク に は 、 予 め シ ー ス 管 が 設 け ら れ て い る た め 、 シ
ー ス 管 に 配 筋 す る 鉄 筋 を 挿 入 す る こ と が で き 、 耐 震 壁 の 配 筋 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能
で あ る 。 こ こ で 、 シ ー ス 管 と は 、 鉄 筋 等 の 長 い 部 材 を 抜 き 差 し す る こ と が で き る 内 部 が 中
空 状 の 管 で あ る 。 ま た 、 単 位 ブ ロ ッ ク は 、 自 身 で 大 き な 重 量 を 負 担 し て お り 、 こ の 単 位 ブ
ロ ッ ク 同 士 を 上 下 方 向 に 積 層 し て い る た め 、 単 位 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合 面 に は 、 単 位 ブ ロ ッ
ク の 自 重 に よ り 大 き な 軸 力 が 作 用 し 、 接 合 部 の 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 耐 震 壁 の 施 工 方 法 は 、 前 記 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 し た 後 、 前 記 シ ー ス 管
に 鉄 筋 を 挿 入 し 配 筋 す る こ と が 望 ま し い 。 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 し た 後 、 上 方 か ら 配 筋 す る
鉄 筋 を 複 数 の 単 位 ブ ロ ッ ク の シ ー ス 管 に 挿 入 し 配 筋 す る 。 こ の 配 筋 作 業 は 、 シ ー ス 管 に 鉄
筋 を 挿 入 す る こ と の み で 良 い た め 、 そ の 作 業 は 容 易 で あ り 、 従 来 の 機 械 式 継 手 に 比 べ て 作
業 の 手 間 、 及 び 、 作 業 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
加 え て 、 配 筋 さ れ た 鉄 筋 は 、 耐 震 壁 の 縦 主 筋 と し て 作 用 す る だ け で な く 、 単 位 ブ ロ ッ ク 同
士 の 接 続 部 材 と し て 作 用 す る 。 そ の た め 、 単 位 ブ ロ ッ ク の 接 続 の た め 、 別 途 接 続 部 材 を 設
け る 必 要 が な く 、 経 済 的 で あ る 。 す な わ ち 、 プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク 同 士 は 、 シ
ー ス 管 に 挿 入 さ れ た 鉄 筋 と 、 単 位 ブ ロ ッ ク の 自 重 に よ る 軸 力 と の 作 用 に よ り 強 固 に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 耐 震 壁 の 施 工 方 法 は 、 前 記 耐 震 壁 に 配 筋 さ れ る べ き 鉄 筋 を 先 行 施 工 し た 後
、 こ の 鉄 筋 を 前 記 単 位 ブ ロ ッ ク の シ ー ス 管 に 挿 入 し つ つ 、 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 し て も 良 い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 構 成 に よ っ て も 、 上 述 の よ う に 単 位 ブ ロ ッ ク を 積 層 し た 後 に 、 シ ー ス 管 に 鉄 筋 を 挿 入
し た 場 合 と 同 様 に 、 耐 震 壁 の 配 筋 作 業 を 容 易 に で き る と と も に 、 現 場 で の コ ン ク リ ー ト 打
設 量 を 少 な く す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 耐 震 壁 を 分 割 し 単 位 ブ ロ ッ ク と し て プ レ キ
ャ ス ト 化 し て い る た め 、 懸 吊 装 置 を 用 い て 揚 重 可 能 で あ り 、 作 業 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が
で き る 。 加 え て 、 単 位 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 続 は 、 耐 震 壁 に 配 筋 さ れ る 鉄 筋 と 、 単 位 ブ ロ ッ ク
自 身 の 自 重 に よ る 軸 力 と に よ り 強 固 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 耐 震 壁 の 施 工 に 際 し 、 単 位
ブ ロ ッ ク の 積 層 工 程 と 、 鉄 筋 の 配 筋 作 業 工 程 と の 順 序 を 前 後 さ せ て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ
と が で き る た め 、 現 場 の 状 況 等 に 応 じ て 適 し た 順 序 に よ り 施 工 を 行 え ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 シ ー ス 管 に 鉄 筋 を 挿 入 し た 後 、 積 層 し た 単 位 ブ ロ ッ ク 同 士 の 接 合
面 の 目 地 部 、 及 び 、 シ ー ス 管 内 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と が 望 ま し い 。 こ こ で 、 グ ラ ウ
ト 材 と は 、 セ メ ン ト が 主 材 料 の 注 入 材 で あ り 、 例 え ば セ メ ン ト ペ ー ス ト 、 モ ル タ ル が 挙 げ
ら れ る 。 積 層 し た 単 位 ブ ロ ッ ク の 接 合 面 の 目 地 部 、 及 び 、 シ ー ス 管 内 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填
す る こ と に よ り 、 単 位 ブ ロ ッ ク の 接 合 部 、 及 び 、 配 筋 さ れ た 鉄 筋 を 確 実 に 固 定 す る こ と が
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で き 、 耐 震 壁 全 体 と し て 一 体 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 は 、 連 層 立 体 耐 震 壁
構 造 の 高 層 集 合 住 宅 で あ り 、 こ の 住 宅 の 高 さ は １ ０ ０ ｍ 以 上 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の よ う
な 中 高 層 の 連 層 立 体 耐 震 壁 構 造 に お い て は 、 建 物 平 面 の １ 部 に 集 中 的 に 耐 震 壁 を 配 置 し 、
建 物 に 作 用 す る 地 震 力 の 殆 ど を こ の 耐 震 壁 に よ っ て 負 担 さ せ る 構 造 が 用 い ら れ る 。 そ の た
め 、 耐 震 壁 の 壁 厚 は 非 常 に 大 き く な り 、 そ の 重 量 も 大 き く な る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 耐 震
壁 は 、 壁 厚 が １ ｍ で あ り 、 １ 階 あ た り の 重 量 が 約 ５ ０ ｔ ｏ ｎ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 こ の 連 層 立 体 耐 震 壁 構 造 に お い て は 、 耐 震 壁 に よ り 建 物 の 殆 ど の 地 震 力 を 負 担 す る
た め 、 耐 震 壁 以 外 の 躯 体 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 建 物 全 体 と し て
躯 体 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 建 物 内 部 の 空 間 を 広 く 確 保 す る こ と が 可
能 と な る 。 例 え ば 、 一 体 化 し た 空 間 を 要 す る 事 務 所 や 、 広 い 無 柱 の 居 住 空 間 を 要 す る 集 合
住 宅 に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 高 層 集 合 住 宅 の 基 準 階 平 面 図 で あ る 。 建 物 の 外 壁 側 に 沿 っ て
住 戸 Ｂ が 配 置 さ れ て お り 、 建 物 の 中 央 部 に 略 Ｌ 字 型 の 部 分 の 耐 震 壁 Ａ が 配 置 さ れ て い る 。
図 ２ に は 、 こ の 略 Ｌ 字 型 の 耐 震 壁 Ａ の 断 面 形 状 を 表 し た 概 略 平 面 図 、 図 ３ に は 、 こ の 耐 震
壁 の 一 部 概 略 側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 側 面 図 は 、 任 意 の Ｎ 階 Ｆ Ｌ か ら Ｎ ＋ １ 階 Ｆ Ｌ 部
分 の 一 部 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 耐 震 壁 Ａ は 、 １ 階 部 分 に お い て そ の 高 さ
方 向 に ５ つ に 分 割 さ れ て お り 、 プ レ キ ャ ス ト 化 さ れ た 複 数 の 単 位 ブ ロ ッ ク １ （ １ １ 、 １ ２
、 １ ３ 、 １ ４ ） 及 び 、 後 打 ち 部 分 １ ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 分 割 は 、 プ レ キ ャ ス ト 化
し た 単 位 ブ ロ ッ ク １ を 懸 吊 装 置 で 揚 重 で き る よ う に 分 割 す れ ば 良 く 、 搬 入 工 程 等 に お い て
支 障 が あ る 場 合 に は 、 更 に 細 か く 分 割 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 プ レ キ ャ ス ト 化 さ れ た 単 位 ブ ロ ッ ク １ に は 、 シ ー ス 管 ２ が 埋 設 さ れ て お り 、 そ の シ
ー ス 管 ２ 内 部 に 縦 主 筋 ３ ａ と な る 鉄 筋 が 配 筋 さ れ て い る 。 こ の シ ー ス 管 ２ は 、 薄 板 鉄 製 の
断 面 が 円 形 の パ イ プ で あ る 。 シ ー ス 管 ２ の 内 部 は 中 空 状 で あ り 、 こ の 内 部 に 鉄 筋 ３ を 挿 入
す る こ と で 、 鉄 筋 を 配 筋 す る こ と が で き る 。 し か し 、 シ ー ス 管 ２ に 鉄 筋 ３ を 挿 入 し た 状 態
で は 、 シ ー ス 管 ２ と 鉄 筋 ３ と の 間 に は 隙 間 が 生 じ て い る 。 そ の た め 、 シ ー ス 管 ２ と 鉄 筋 ３
と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 し 、 鉄 筋 を シ ー ス 管 内 部 に 確 実 に 固 定 し て い る 。 さ ら に 、 単 位
ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ の 目 地 部 に も 、 確 実 に 接 合 面 １ ａ を 固 定 す る た め グ ラ ウ ト 材
が 充 填 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 強 度 を 確 保 す る た め グ ラ ウ ト 材 と し て 高 強 度 モ ル
タ ル を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 い で 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 耐 震 壁 Ａ の 施 工 方 法 を 説 明 す る 。
（ 施 工 方 法 １ ）
施 工 し よ う と す る 耐 震 壁 Ａ を 搬 送 、 及 び 、 懸 吊 装 置 に よ る 揚 重 等 を 考 慮 し て 複 数 の ブ ロ ッ
ク に 分 割 す る 。 そ し て 、 こ の 分 割 し た 耐 震 壁 を 単 位 ブ ロ ッ ク １ と し て 、 工 場 等 で 予 め 施 工
す る （ プ レ キ ャ ス ト 化 ） 。 こ の と き 、 耐 震 壁 Ａ の 縦 主 筋 ３ ａ を 挿 入 す る た め の シ ー ス 管 ２
を 予 め 設 け て お く 。 ま た 、 耐 震 壁 Ａ の 水 平 鉄 筋 ３ ｂ 、 及 び 、 縦 主 筋 ３ ａ 相 互 を 繋 ぐ 幅 止 筋
３ ｃ は 、 耐 震 壁 Ａ を 高 さ 方 向 に 分 割 す る こ と に よ り 分 割 さ れ な い た め 、 予 め 配 筋 し た 状 態
で プ レ キ ャ ス ト 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
現 場 に て ク レ ー ン 等 を 用 い て 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク １ １ を 所 定 位 置 に 配
置 す る 。 そ し て 、 次 の 層 と な る 単 位 ブ ロ ッ ク １ ２ を 単 位 ブ ロ ッ ク １ １ の 上 部 に 積 層 す る 。
こ の と き 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ に お い て 、 シ ー ス 管 ２ の 位 置 が 合 致 す る よ う
に 積 層 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 積 層 を 繰 り 返 し 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ ４ ま で 積 層 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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全 て の 単 位 ブ ロ ッ ク １ を 積 層 し た 後 に 、 縦 主 筋 を ３ ａ を 配 筋 す る 。 す な わ ち 、 単 位 ブ ロ ッ
ク １ に 埋 設 さ れ て い る シ ー ス 管 ２ に 縦 主 筋 ３ ａ を 上 方 か ら 挿 入 す る 。 上 述 の よ う に 、 配 筋
作 業 は シ ー ス 管 ２ の 中 空 部 に 縦 主 筋 ３ ａ を 挿 入 す る の み で あ る た め 、 そ の 作 業 は 容 易 に 行
う こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 全 て の 縦 主 筋 ３ ａ を シ ー ス 管 ２ に 挿 入 し た ら 、 シ ー ス 管 ２
と 縦 主 筋 ３ ａ と の 間 の 隙 間 と 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ の 目 地 部 に グ ラ ウ ト 材 を 充
填 す る 。 こ れ に よ り 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ 、 及 び 、 シ ー ス 管 ２ 内 の 鉄 筋 ３ ａ
が 確 実 に 固 定 さ れ る 。 そ の 後 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ ３ 、 １ ４ の 上 部 の 後 打 ち 部 １ ５ に コ ン ク リ
ー ト を 打 設 す る 。 こ の よ う に し て 施 工 さ れ た 耐 震 壁 Ａ は 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 、 及 び 、 単
位 ブ ロ ッ ク １ と 後 打 ち 部 分 １ ５ と が 接 続 さ れ る た め 、 一 体 化 し た 耐 震 壁 Ａ と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 施 工 方 法 ２ ）
施 工 方 法 ２ は 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ と し て プ レ キ ャ ス ト 化 す る 工 程 は 施 工 方 法 １ と 同 様 で あ る
が 、 縦 主 筋 ３ ａ の 配 筋 作 業 工 程 と 単 位 ブ ロ ッ ク １ の 積 層 工 程 と の 順 序 が 異 な っ て い る 。 ま
ず 、 施 工 方 法 １ と 同 様 に 、 耐 震 壁 Ａ を 複 数 の 単 位 ブ ロ ッ ク １ と し て プ レ キ ャ ス ト 化 す る 。
そ の 後 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ を 配 置 す る 前 に 耐 震 壁 Ａ の 縦 主 筋 ３ ａ を 先 行 施 工 す る 。 次 い で 、
単 位 ブ ロ ッ ク １ １ の シ ー ス 管 ２ に 前 記 縦 主 筋 ３ ａ を 挿 入 し な が ら 、 懸 吊 装 置 を 用 い て 単 位
ブ ロ ッ ク １ １ を 所 定 位 置 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
単 位 ブ ロ ッ ク １ １ と 同 様 に し て 、 縦 主 筋 ３ ａ を シ ー ス 管 に 挿 入 し な が ら 単 位 ブ ロ ッ ク １ ２
、 １ ３ 、 １ ４ を 積 層 す る 。 全 て の 単 位 ブ ロ ッ ク １ を 積 層 し た 後 、 施 工 方 法 １ と 同 様 に 、 単
位 ブ ロ ッ ク の 接 合 面 １ ａ の 目 地 部 、 及 び 、 シ ー ス 管 ２ と 縦 主 筋 ３ ａ の 隙 間 に グ ラ ウ ト 材 を
充 填 す る 。 こ の よ う に し て 、 施 工 方 法 １ と 同 様 に 、 一 体 化 し た 耐 震 壁 Ａ を 施 工 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 述 の よ う に し て 施 工 さ れ た 耐 震 壁 Ａ は 、 縦 主 筋 ３ ａ が 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 続 部 材 の
役 割 を 果 た し て い る 。 そ の た め 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 続 の た め 新 た な 接 続 部 材 を 設 け
る 必 要 が な く 、 効 率 的 か つ 経 済 的 で あ る 。 ま た 、 単 位 ブ ロ ッ ク １ の 自 重 に よ り 、 単 位 ブ ロ
ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ に は 、 大 き な 軸 力 が 作 用 し て い る た め 、 縦 主 筋 ３ ａ と 併 せ て 単 位
ブ ロ ッ ク １ 同 士 の 接 合 面 １ ａ を 強 固 に 接 合 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 全 体 と し て 一 体 化
さ れ た 耐 震 壁 Ａ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 耐 震 壁 の 大 部 分 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る こ と が で き 、 現 場 で
の コ ン ク リ ー ト 打 設 量 を 少 な く す る こ と が で き る と と も に 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ 、 工 期 を
大 幅 に 短 縮 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 プ レ キ ャ ス ト 化 し た 単 位 ブ ロ ッ ク は 、 懸 吊 装 置 に
よ り 、 揚 重 可 能 で あ る た め 、 作 業 効 率 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 加 え て 、 プ レ
キ ャ ス ト 化 す る 際 に 、 配 筋 鉄 筋 を 挿 入 す る た め の シ ー ス 管 を 予 め 設 け て プ レ キ ャ ス ト 化 す
る た め 、 耐 震 壁 の 一 部 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る こ と に よ り 、 配 筋 作 業 に 支 障 を き た す こ と は
な く 、 容 易 に 配 筋 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 高 層 集 合 住 宅 の 基 準 階 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 耐 震 壁 の 断 面 形 状 を 表 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 耐 震 壁 の 一 部 を 示 し た 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ （ １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ ） 　 単 位 ブ ロ ッ ク
１ ５ 　 後 打 ち 部
２ 　 　 　 シ ー ス 管
３ ａ 　 縦 主 筋
３ ｂ 　 水 平 鉄 筋
３ ｃ 　 幅 止 め 筋
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Ａ 　 　 　 耐 震 壁
Ｂ 　 　 　 住 戸

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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